
包
山
楚
簡
文
字
字
形
考

　　－
戦
国
に
出
現
し
た
「
フ
O
」
（
以
）
字
”
変
形
の
字
形
”
に

つ
い
て
ー

A
　
s
t
u
d
y
　
o
n
　
t
h
e
s
c
r
i
p
t
　
f
o
r
m
　
o
f
　
B
a
o
s
h
a
n
　
B
a
m
b
o
o
　
S
l
i
p
s
　
o
f
　
t
h
e
　
s
t
a
t
e
　
o
f
　
C
h
u

新

　
井
儀
　
平

　
　
　
　
　
G
i
h
e
i
　
A
r
a
i

　
周
知
の
如
v
こ
こ
数
十
年
間
に
出
土
し
た
戦
国
・
秦
の
簡
蹟
は
相
当
の
量
に

の

ぼ

る
。
戦
国
か
ら
秦
に
か
け
て
は
、
隷
書
・
草
書
の
起
源
、
書
体
・
字
形
、

書
法
の

変
遷
な
ど
を
考
究
す
る
上
で
文
字
発
展
史
上
重
要
な
時
期
に
あ
る
。
こ

の

時
期
の
簡
墳
文
字
資
料
の
出
土
に
伴
い
、
文
字
の
発
展
、
変
遷
の
様
子
が
次

第
に
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
姿
に
は
予
想
を
遥
か
に
越
え
る
実
体
が
見
え
て
き

て

い

る
。
明
確
に
掴
め
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
近
年
、
書
体
、
字
形

変
遷
の
概
念
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
周
知
の
如
v
包
山
楚
簡
は
一
九
八
七
年
、
湖
北
省
荊
門
市
の
戦
国
墓
で
出
土
。

書
写
年
代
は
戦
国
中
晩
期
、
B
C
1
1
1
　
1
六
年
と
み
ら
れ
て
い
る
。
包
山
楚
簡
の

蒙
書
中
に
は
、
多
種
多
様
な
字
が
存
在
し
、
蒙
書
一
般
の
理
解
や
解
釈
の
範
囲

で

は
説
明
で
き
な
い
字
形
や
書
法
の
文
字
が
目
検
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
す
で

に

こ
う
し
た
事
に
関
し
て
拙
論
で
も
度
々
指
摘
し
て
き
た
。
具
体
的
な
例
を
あ

げ
れ

ば
、
か
っ
て
「
戦
国
・
包
山
楚
簡
ー
蒙
書
中
に
見
え
る
忽
卒
の
文
字
を
中

心
と
し
て
ー
」
　
（
『
大
東
書
道
研
究
』
一
九
九
五
）
に
述
べ
た
如
く
草
書
の
胎
動
の

時
期
が
早
く
も
隷
書
以
前
の
戦
国
時
代
の
蒙
書
中
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
や
、

そ

れ

に
関
連
す
る
先
の
拙
稿
「
龍
山
里
耶
秦
簡
文
字
字
形
考
」
（
『
大
東
書
道
研

究
』
二
〇
〇
六
）
に
記
し
た
新
事
実
”
線
の
草
書
的
点
状
化
現
象
”
と
い
う
こ

と
な
ど
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
戦

国
と
い
う
時
代
、
金
文
（
青
銅
器
の
銘
文
）
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
事

が
、
簡
墳
の
日
常
書
写
体
の
早
書
き
の
文
字
で
は
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ

れ

に
は
簡
墳
特
有
の
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
、
変
遷
の
過
程
に
お
け
る
一

字
1
字
発
達
の
進
度
に
も
差
異
が
あ
り
、
文
字
の
姿
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て

い

る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
の
文
字
資
料
に
つ
い
て
は
一
文
字
ひ
と
も
じ
ご
と
に

精
査
を
す
る
必
要
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
。
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拙
論
で

は
、
副
題
の
如
く
、
戦
国
・
包
山
楚
簡
に
出
現
し
た
F
2
O
」
　
（
以
）

字
の
“
変
形
し
た
字
形
”
に
注
目
、
こ
の
こ
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
集
中
的
に
考

察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
文
字
を
取
り
上
げ
た
こ
と
の
理
由
を
ま
ず
一
言

で

以
下
に

記
す
。
金
文
及
び
戦
国
の
簡
墳
に
見
る
「
以
」
の
字
形
は
「
う
6
」

に
作
り
、
そ
れ
に
変
っ
て
後
の
秦
代
の
簡
蹟
に
突
然
的
に
登
場
す
る
隷
書
字
形

は
、
「
欲
」
（
以
）
に
v
－
“
（
p
o
そ
れ
ば
か
り
か
秦
代
に
§
で
三
呂
L
字
が

殆

ど
姿
を
消
す
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
は
別
な
も
の
で
あ
っ
て
字
形
的
な
関
係
や
字

形
変
遷
上

の
接
点
は
無
い
も
の
と
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
。
し
か
し
両
者
の
文

字
の

関
係
に
は
、
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
状
況
が
見
え
隠
れ
し
て
き
た
の
で
、

新
た
め
て
精
査
考
究
を
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

◇
金
文
な
ど
に
見
る
字
形
「
2
0
」
に
つ
い
て

　
r
e
6
」
に
つ
い
て
『
説
文
解
字
』
十
四
篇
下
に
、
「
っ
6
は
用
う
る
な
り
。

反
已
に

従
う
。
買
侍
中
説
〈
已
意
、
已
の
實
な
り
。
象
形
。
〉
」
と
あ
る
が
、
白

川
静
『
字
統
』
で
は
「
卜
文
・
金
文
の
形
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
絹
（
目
）

の

象
形
で
あ
る
。
」
と
納
得
の
い
く
解
説
が
あ
る
。

　
本
題

に
入
る
前
に
、
ま
ず
金
文
の
字
形
に
つ
い
て
目
を
通
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
か
と
思
う
。
青
銅
器
の
銘
文
中
に
お
け
る
「
已
」
（
や
む
’
す
で
に
）
と

F以
」
（
イ
’
も
っ
て
）
の
関
係
や
解
釈
、
品
詩
的
な
扱
い
や
慣
用
上
の
区
別
な

ど
詳
し
い
事
は
知
ら
ぬ
が
、
字
形
に
つ
い
て
だ
け
言
え
ば
、
金
文
で
は
「
已
」

と
「
以
」
は
同
形
で
「
2
0
」
形
に
作
る
。
そ
の
形
は
西
周
金
文
の
字
形
で
は

図
1
に
掲
出
し
た
よ
う
な
形
に
作
り
、
基
本
的
に
は
大
差
が
な
い
。
後
の
東
周

（春
秋
戦

国
）
金
文
に
至
っ
て
字
形
の
変
化
が
顕
著
に
現
わ
れ
る
。
『
商
周
青
銅

器
銘
文
選
」
（
馬
承
源
主
編
）
に
所
載
の
春
秋
戦
国
の
青
銅
器
三
〇
〇
数
十
器
を

あ
ら
た
め
て
通
覧
し
て
み
る
と
、
銘
文
中
に
「
っ
6
」
（
以
）
字
を
含
む
青
銅
器

は

六
十
器
近

く
あ
り
、
文
字
の
使
用
例
は
計
八
十
余
字
を
数
え
る
。
つ
い
で
に

記
せ
ば
、
「
t
N
D
　
D
」
　
（
台
）
字
を
「
以
」
の
義
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

r2
）
D
」
字
に
釈
文
「
以
」
を
付
し
た
文
字
も
ち
な
み
に
五
十
余
字
を
見
る
。

春
秋
戦
国
の
金
文
は
、
西
周
金
文
と
違
っ
て
地
方
的
な
特
色
や
装
飾
的
な
文
字

が
発
生

す
る
な
ど
文
字
異
形
の
現
象
が
顕
著
で
、
こ
の
時
期
特
有
の
姿
を
示
し

て

い
る
。

　
r
e
6
」
字
に
つ
い
て
特
殊
な
字
形
を
二
、
三
例
を
あ
げ
れ
ば
、
春
秋
晩
期

の

く＜

流
克
t
w
　
〉
〉
　
（
図
2
）
で
は
、
銘
文
中
に
三
字
出
現
す
る
い
ず
れ
の
字
も
中

央
が
凹
ん
だ
変
っ
た
形
の
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
曲
げ
方
は
、

楚
国
を
代
表
す
る
南
土
系
徐
国
の
《
王
孫
遺
者
鐘
》
（
春
秋
B
C
四
二
五
～
B
C

四

o
二

頃
）
に
出
て
く
る
装
飾
的
な
文
字
「
為
ワ
」
（
台
）
の
曲
げ
方
と
通
ず

る
も
の
が
あ
る
。
装
飾
的
な
字
形
で
知
ら
れ
る
《
王
子
午
鼎
》
の
よ
う
な
特
殊

な
も
の
も
出
て
く
る
（
図
3
）
。
タ
ガ
ネ
彫
り
の
金
文
で
有
名
な
も
の
に
、
鋭

く
て
流
麗
繊
細
な
戦
国
後
期
（
B
C
三
一
四
頃
）
の
《
中
山
王
響
鼎
》
（
図
4
）

が
あ
る
が
、
こ
の
字
の
形
は
下
部
右
側
本
来
円
い
部
分
を
直
線
に
変
え
、
は
っ
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き
り
と
曲
げ
て
い
る
。
《
楚
王
舎
志
m
I
〉
〉
　
（
図
5
）
は
、
字
形
を
平
た
く
つ
ぶ
し

て

円
転
の
リ
ズ
ム
が
目
立
ち
、
同
じ
く
楚
系
文
字
の
《
那
陵
君
鑑
》
（
図
6
）

な
ど
は
、
左
の
内
側
を
極
端
に
広
く
開
け
た
忽
卒
な
書
き
方
で
、
そ
の
書
風
は

金
文
と
い
う
よ
り
肉
筆
的
早
が
き
の
性
格
が
強
い
。

　
金
文
以
外
の

も
の
を
参
考
ま
で
に
記
せ
ば
、
戦
国
に
は
見
か
け
な
い
字
形
が

刻
さ
れ
た
陶
製
の
平
板
の
瓦
書
《
秦
封
宗
邑
瓦
書
》
戦
国
中
期
（
B
C
三
一
二
四
）

陳
西
師
範
大
学
図
書
館
蔵
ー
図
7
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
瓦
書
は
一
九
四

八
年
に
陳
西
省
郭
県
で
出
土
し
た
と
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
詳
細
は
不
明
。

こ
の
中
に
出
て
く
る
字
形
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
字
形
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
も
の
で
あ
り
、
唐
突
に
出
現
し
た
か
の
よ
う
な
感
が
す
る
。
そ
の
字
形
は

こ

れ

ま
で
と
違
っ
て
偏
芳
の
構
造
で
出
来
て
い
て
、
大
ざ
つ
ば
な
見
方
を
す
れ

ば
後
の
「
欲
」
（
以
）
字
と
の
関
係
を
蔓
て
み
“
）
V
も
な
る
と
こ
ろ
萎

接
点
と
し
て
の
要
素
が
見
当
ら
な
い
。
こ
れ
に
似
た
構
造
で
思
い
出
さ
れ
る
字

に
、
こ
れ
よ
り
後
の
秦
の
《
峰
山
刻
石
》
の
文
字
「
声
0
」
が
あ
る
。
こ
の

種
の

文
字
は
極
め
て
字
例
が
少
な
く
、
碑
刻
の
多
い
漢
代
に
至
っ
て
も
秦
蒙
風

の

蒙
書
や
漢
蒙
で
刻
さ
れ
た
漢
碑
や
刻
石
の
い
く
つ
か
に
の
み
見
る
こ
と
が
出

来

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
戦
国
で
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
L
）
　
＜
＜
石
鼓
文
》
（
B
C

三
七
四

ー
唐
蘭
説
）
が
あ
る
（
p
m
o
o
）
o
大
蒙
の
代
表
と
さ
れ
る
こ
の
文
字
は
、

金
文
的
な
響
き
と
後
の
小
蒙
に
見
る
よ
う
な
気
韻
と
が
調
和
し
た
形
で
、
そ
の

字
形

は
金
文
と
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
『
説
文
解
字
』
に
載
せ
る
小
蒙
は
、

大

蒙
の
形
を
縦
長
長
方
形
に
整
理
し
た
状
態
の
形
で
「
己
0
」
に
作
る
。
小

蒙
の
こ
の
長
方
形
の
字
形
は
、
後
の
漢
代
の
碑
刻
に
至
っ
て
縦
横
直
線
的
に
折

り
曲
げ
た
四
角
い
「
2
ロ
」
形
に
変
化
す
る
。
ち
な
み
に
数
多
い
碑
刻
の
中

で

こ
の
字
形
を
使
っ
た
漢
碑
、
摩
崖
は
、
い
く
つ
か
を
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

◇
戦
国
の
簡
蹟
に
見
る
「
っ
6
」
　
（
以
）
字
の
形

　
戦

国
の
簡
蹟
に
頻
繁
に
現
わ
れ
る
「
以
」
字
の
字
形
は
、
特
殊
な
一
部
の
例

外
を
除
い
て
そ
の
多
く
は
「
ム
レ
・
／
S
〉
　
・
6
・
　
S
〉
　
・
　
t
－
N
S
）
」
な
ど
の
形

に
作
り
、
字
画
的
に
見
れ
ば
金
文
一
般
と
類
似
す
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
常
書
写
体
の
肉
筆
で
あ
る
が
故
に
、
前
も
っ
て
準
備
し
て
丁
寧
に

記

し
た
青
銅
器
の
銘
文
の
金
文
と
は
記
述
上
の
性
質
が
根
本
的
に
異
な
る
。
簡

腫
に
見
る
文
字
の
特
色
は
、
総
体
的
に
右
上
り
で
右
回
転
が
旺
盛
で
あ
り
、
早

が
き
、
忽
卒
の
感
が
否
め
な
い
。
戦
国
の
簡
蹟
《
信
陽
長
台
関
楚
簡
》
、
＜
＜
江
陵

望
山
一
号
墓
楚
g
e
　
〉
〉
、
＜
＜
江
陵
九
店
東
周
墓
竹
簡
》
そ
し
て
く
く
郭
店
楚
簡
》
や

くく

包

山
楚
簡
》
な
ど
多
く
の
簡
に
は
、
そ
う
し
た
共
通
す
る
楚
系
文
字
の
特
色

が
み

ら
れ
る
。
こ
の
時
期
は
い
わ
ば
文
字
変
遷
の
渦
中
に
あ
り
、
「
A
O
」
　
（
以
）

字

に
お
い
て
も
そ
れ
が
あ
り
、
字
形
が
極
め
て
不
安
定
で
あ
る
。
《
郭
店
楚
簡
》

（
図
9
）
で
は
、
右
上
が
つ
ま
み
上
げ
た
よ
う
に
吊
り
上
り
、
円
転
し
て
い
た

上

部
中
央
部
分
が
逆
に
下
に
反
り
返
り
、
こ
の
形
が
多
く
続
出
す
る
。
こ
の
形

は
先
に
記
し
た
春
秋
晩
期
の
金
文
《
流
見
鐘
》
（
図
2
）
と
通
ず
る
所
が
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
《
包
山
楚
簡
》
に
は
、
蒙
書
字
形
「
2
0
」

（
以
）
と
、
そ
の
後
に
出
現
す
る
秦
代
の
隷
享
形
「
欲
」
（
以
）
と
の
接
点

や

関
係
を
考
究
す
る
上
で
見
過
す
こ
と
の
出
来
な
い
注
目
す
べ
き
“
変
形
の
字

形
”
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

◇
「
呂
」
（
以
）
三
欲
」
（
以
三
接
点
を
探
る

　
包

山
楚
簡
は
出
土
数
四
四
八
簡
。
有
字
簡
は
二
七
八
簡
。
字
数
一
万
二
千
四

百
字
。
「
っ
6
」
字
に
つ
い
て
字
画
が
不
鮮
明
で
ま
っ
た
く
確
認
出
来
な
い
と

い
う
字
は
殆
ん
ど
な
く
、
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
字
の
字
数
は
計
二
〇
〇
字
を

越

え
る
。
ま
ず
最
初
に
お
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
今
わ
か
る
限
り
で
は

くく

包

山
楚
簡
》
を
は
じ
め
戦
国
に
三
欲
三
形
の
字
が
存
在
し
た
例
は
見
あ

た
ら
ず
、
こ
の
形
が
登
場
す
る
の
は
戦
国
以
後
、
す
な
わ
ち
秦
代
に
入
っ
て
か

ら
だ
と
言
う
点
で
あ
る
。
し
か
．
p
　
＜
＜
龍
山
里
耶
秦
簡
》
《
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
》

（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
な
ど
に
大
量
に
出
現
す
る
「
以
」
字
は
例
外

な
－
「
欲
三
形
で
記
さ
れ
て
い
三
z
三
が
姿
を
消
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
ど
ん
な
経
緯
に
よ
っ
て
、
或
い
は
ど
ん
な
状
況
の
中
で

こ
の
よ
う
な
形
の
字
が
出
現
し
た
の
か
、
考
究
す
べ
き
問
題
点
が
そ
こ
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
秦
以
前
、
戦
国
の
日
常
書
写
体
の
包
山
楚
簡
の
「
っ
6
」
字
の
中
で

一
体
何
が
起

き
て
い
た
の
か
、
拡
大
図
版
（
図
1
0
～
1
7
）
を
用
い
て
文
字
の
構

造

を
分
娠
後
の
秦
代
に
出
現
す
三
欲
L
字
と
の
関
連
の
有
無
に
9
S
て

考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　
包

山
楚
簡
中
に
見
え
る
「
っ
6
」
（
以
）
字
の
大
半
は
図
1
0
に
掲
出
し
た
如
く

の
見
な
れ
た
形
で
、
特
に
変
わ
っ
た
所
は
な
く
、
忽
卒
早
が
き
の
楚
系
文
字
一

般
の

形
と
共
通
す
る
。
図
1
1
は
、
横
画
の
長
さ
が
目
立
つ
扁
平
な
字
形
。
包
山

楚
簡
中
に
横
画
の
意
識
の
強
い
文
字
が
集
中
的
に
書
か
れ
て
い
る
簡
が
い
く
つ

か
存
在
す
る
の
で
、
こ
の
字
形
は
い
わ
ば
そ
の
類
。
図
1
2
に
出
し
た
字
形
は
、

一
字
の

中
央
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
に
凹
む
。
こ
の
形
は
ほ
ぼ
同
時
期
の

く＜

郭
店
楚
g
e
　
〉
〉
　
（
図
9
）
に
頻
繁
に
現
わ
れ
る
あ
の
字
形
と
類
似
す
る
。
当
時
こ

う
し
た
字
が
普
通
に
通
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
図
1
3
・

1
4
・
1
5
に
掲
出
し
た
字
形
で
は
、
こ
れ
以
前
に
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な

変
化
が
現
わ
れ
る
。

　
図
1
3
の
字
形
は
「
う
6
」
字
右
端
で
本
来
円
く
書
く
べ
き
と
こ
ろ
の
円
転
の

部
分
を
直
線
的
に
は
っ
き
り
と
鋭
角
に
二
つ
に
折
っ
て
突
ら
せ
る
。
い
わ
ば
字

画
が
一
画
増
え
た
状
態
に
変
化
す
る
。
円
い
線
を
折
り
曲
げ
る
こ
の
や
り
方
は
、

時
期
的
に
近
い
中
山
王
響
鼎
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
だ
け
極
端
に
鋭
角
に
突
っ

た
曲
げ
方
は
、
過
去
に
類
の
な
い
も
の
だ
。
そ
う
か
と
思
え
ば
図
1
4
に
出
し
た

字
形
で

は
、
な
ん
と
驚
く
べ
き
こ
と
に
右
肩
の
突
っ
た
部
分
で
一
度
筆
を
離
し

て
、
明
ら
か
に
筆
を
入
れ
直
し
て
二
筆
に
分
け
て
書
い
て
い
る
。
こ
の
字
形
で

こ
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今
わ
か
る
限
り
で
は
こ
れ
が
初
出
で
あ
り
、

前
例
の
な
い
こ
と
だ
。
も
う
こ
の
字
形
か
ら
は
、
蒙
書
本
来
の
円
転
に
作
る
字
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形
の
意
識

は
す
っ
か
り
消
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
右
肩
を
二
筆
に
分
け
て
書

V
字
形
の
変
化
は
、
些
細
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
り
、

後

に
現
れ
る
警
字
形
「
欲
」
（
以
）
字
と
の
馨
＾
の
有
無
を
考
究
す
・
上
で

見
落
せ
な
い
．
つ
ま
り
馨
字
形
「
欲
」
字
の
右
側
三
人
L
形
状
に
作
り

つ

ま
り
二
筆
で
書
く
こ
と
か
ら
字
画
、
字
形
変
遷
上
で
の
関
連
性
が
あ
る
の
で

は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
包
山
楚
簡
に
出
て
く
る

r人
」
字
は
、
図
1
4
ー
②
に
掲
出
し
た
如
く
の
形
に
作
り
、
右
画
の
終
筆
が
左

下

に
向
う
傾
向
が
強
く
、
そ
の
筆
の
動
き
と
形
は
図
1
3
・
1
4
字
形
の
右
肩
の
そ

れ

と
ど
こ
か
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
図
1
5
に
掲
出
し
た
字

形
で

は
、
ま
た
新
た
な
現
象
が
現
わ
れ
る
。
中
央
に
位
置
す
る
第
二
画
目
の
起

筆
で

意
識
的
に
圧
力
を
か
け
て
斜
め
に
強
く
打
ち
込
む
。
こ
こ
で
も
蒙
書
本
来

の
書
法
や
字
形
か
ら
離
れ
た
動
き
を
示
す
。
こ
の
や
り
方
は
包
山
楚
簡
の
他
の

字
に
も
散
見
す
る
技
法
（
図
「
別
表
」
参
照
）
の
一
つ
だ
が
、
そ
の
起
筆
の
入

れ
方
や
角
度
は
蒙
書
一
般
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
蒙
書
の
概
念
で

は
説
明
で
き
な
い
も
の
だ
。
「
っ
6
」
字
変
形
の
要
因
が
少
な
く
と
も
こ
の
塊

り
の
よ
う
な
強
い
起
筆
と
そ
の
蒙
書
ら
し
か
ら
ぬ
打
ち
込
み
の
角
度
に
あ
る
こ

と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
事
に
起
因
し
て
一
字
の
左
右
に
広
狭
の
差
が
つ

い

た
空
間
が
生
ま
れ
、
ま
た
中
心
よ
り
左
の
内
側
に
三
角
状
と
も
円
状
と
も
言

え
る
よ
う
な
白
い
形
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
僅
か
な
変
化
で
あ
る
が
無
視

で
き
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

　
注

目
す
べ
き
は
図
1
6
・
1
7
に
掲
出
し
た
字
形
。
包
山
楚
簡
に
出
現
す
る

Fe
6
」
字
は
先
に
記
し
た
如
く
二
〇
〇
字
を
越
え
る
が
、
そ
の
中
で
図
1
6
に

取
り
上
げ
た
類
の
字
形
は
こ
の
二
字
の
み
。
こ
の
変
形
の
字
形
は
蒙
書
本
来
の

書
法
や
字
形
か

ら
す
っ
か
り
離
脱
し
、
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
別
な
形
に
ま

で

変
貌
し
て
い
る
。
読
む
こ
と
す
ら
困
難
な
字
形
に
ま
で
姿
を
変
え
て
い
る
。

こ
の
字
形
は
、
も
と
も
と
は
上
部
に
長
く
伸
び
て
い
た
第
一
画
の
線
を
一
気
に

短
縮
、
そ
の
結
果
字
形
が
低
く
な
り
、
左
側
が
三
角
状
に
よ
り
近
く
な
っ
た
感

が

あ
p
t
Q
o
　
，
J
の
字
形
の
姿
に
ぱ
後
の
秦
撃
形
八
」
の
u
e
側
の
l
l
l
角
状

の
形
と
の
接
点
を
探
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
驚
く
べ
き
こ
と

は
図
1
7
に
出
し
た
字
形
。
な
ん
と
第
二
画
目
で
明
確
に
斜
画
を
引
い
て
左
側
に

三
角
状
の
白
い
形
を
こ
し
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
っ
6
」
（
以
）
字
で
こ
の

よ
う
に
変
化
し
た
字
形
は
、
戦
国
の
こ
の
時
期
に
初
出
を
見
る
も
の
だ
。
試
み

に
こ
の
一
字
を
左
側
の
三
角
と
右
側
の
二
画
を
左
右
に
分
け
て
切
り
離
し
て
考

え
て
み
た
a
s
〈
n
t
後
の
秦
彗
形
「
欲
」
（
以
）
と
の
関
連
性
を
想
定
す
る
・

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
戦
国
に
通
行
し
た
蒙
書
字
形

「乙
」
と
後
の
秦
の
警
「
欲
」
と
の
関
係
は
、
考
究
さ
れ
て
き
た
・
と
は

無
か

っ

た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
特
殊
な
姿
を
示
す
字
形
の
出
現
に
よ
る
新
事
実

は
、
両
者
の
間
に
文
字
構
造
的
な
接
点
の
あ
っ
た
こ
と
の
前
兆
を
具
体
的
に
示

す
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
戦
国
・
包
山
楚
簡
に
出
現
し
た
「
っ
6
」
（
以
）
字
”
変
形
の
字
形
”
を
さ
ら
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に
追
求
す
る
に
は
、
資
料
不
足
の
感
が
あ
る
が
、
実
は
包
山
の
文
字
資
料
以
外

に
も
こ
れ
ら
の
文
字
と
同
じ
よ
う
な
・
変
形
の
字
形
・
が
戦
国
の
当
時
に
通
行

し
始
め
て
い
た
こ
と
の
事
実
が
少
し
つ
つ
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
包
山
楚
簡
に
み
る
”
変
形
の
字
形
”
が
、
あ
ま
り
例
外
的
な
も
の
で
は
な

か
っ

た
と
言
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
以
下
に
記

し
て
お
き
た
い
。

　
包

山
楚
簡
よ
り
時
期
的
に
少
し
後
で
B
C
三
〇
五
頃
と
さ
れ
て
い
る
竹
簡

（
『清

華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
』
に
所
載
）
や
、
戦
国
晩
期
（
B
C
二
七
八
頃
）
と
み

ら
れ
る
竹
簡
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
に
所
載
）
な
ど
に
も
包
山
の
そ

れ
と
共
通
す
る
字
形
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
』
（
李
学
勤
主
編
）
に
所
載
の
竹
簡
（
図
1
8
）
は
、

最
初
に

『文
物
』
（
1
1
0
0
九
’
六
）
に
紹
介
さ
れ
、
後
に
大
冊
の
専
刊
が
刊
行

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
、
現
在
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
保
護
セ

ン

タ
ー
蔵
。
こ
の
簡
は
、
考
古
学
的
発
掘
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
清
華
大
学

の

同
窓
生
の
趙
偉
国
氏
が
香
港
で
購
入
し
た
竹
簡
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
の
こ

と
。
二
，
三
八
八
枚
。
包
山
楚
簡
の
そ
れ
と
共
通
す
る
字
は
少
な
く
な
い
が
、

そ
の
中
に
例
の
”
変
形
の
字
形
”
と
よ
く
似
た
字
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
図

に

示

し
た
そ
の
字
形
は
、
包
山
の
そ
れ
よ
り
も
一
段
と
第
二
画
目
が
太
く
て
直

線
的
o
　
1
字
の
左
側
の
形
は
三
角
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
馬
承
源
主
編
）
に
所
載
の
竹
簡
（
図
1
9
）
は
、

一
九
九
四

年
、
上
海
博
物
館
が
香
港
で
購
入
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
文

字
資
料
も
考
古
学
的
発
掘
調
査
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
、
上
海
博
物
館

蔵
。
刊
行
さ
れ
て
い
る
大
冊
八
巻
に
出
て
く
る
「
っ
6
」
（
以
）
字
の
合
計
は
四

四

O
字

を
越
え
、
包
山
の
そ
れ
に
酷
似
す
る
字
が
少
な
く
な
い
。
中
に
例
の

．
変
形
の
字
形
”
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
字
形
で
は
直
線
部
分
が
増
し
、

字
形
は
蒙
書
本
来
の
形
か
ら
離
れ
、
蒙
書
特
有
の
円
み
の
線
は
下
部
に
僅
か
に

残
存
す
る
だ
け
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
．
包
山
§
と
同
様
三
欲
L
字
と

の
距
離
が
近

づ
い
て

い

る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
右
肩
で
は
、
一
瞬
、
別

の
字
か

と
思
う
ば
か
り
の
書
き
方
で
、
完
全
に
二
筆
に
筆
路
が
つ
れ
て
い
る
字

が
出
現
、
包
山
の
「
ム
：
］
（
人
）
字
の
形
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　
戦

国
に
つ
づ
く
秦
代
の
文
字
資
料
に
目
を
通
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ

の

時
期
の
簡
績
文
字
資
料
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
《
龍
山
里
耶
秦

g
e
　
〉
〉
が
あ
る
（
図
2
0
）
。
書
写
年
代
は
、
秦
始
皇
帝
中
国
統
1
後
、
及
び
二
世

時
期
の

頃
と
み
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
時
代
は
書
の
歴
史
の
上
で
は
小
蒙
を
中

心

と
す
る
い
わ
ば
蒙
書
時
代
だ
が
、
秦
簡
の
書
体
は
い
わ
ゆ
る
秦
隷
に
属
す
る

も
の
。
秦
代
に
至
っ
て
筆
写
体
の
文
字
は
「
っ
6
」
（
以
）
が
姿
を
消
し
、
そ
れ

に
変
る
・
う
な
状
v
a
i
g
e
，
　
F
〈
“
L
（
以
）
字
が
通
行
す
t
〈
p
o
今
わ
か
る
限
り
で
は

こ
れ
以
前
三
欲
三
が
使
わ
れ
た
例
は
見
あ
た
ら
ず
「
欲
」
字
は
恐
ら

く
こ
れ
が
初
出
だ
ろ
う
と
思
う
。
偏
の
三
角
状
の
形
は
、
図
に
示
し
た
よ
う
に

定
ま
ら
ず
不
安
定
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
三
角
の
上
に
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少
し
点
状
の
つ
い
た
字
も
あ
る
。
ち
な
み
に
後
の
漢
隷
に
見
る
字
形
で
は
「
以
」

字
の
了
三
欲
・
啄
L
な
ど
の
形
に
作
・
が
・
の
考
に
早
い
時
期
の

秦
隷

に
見
る
字
形
の
左
側
の
形
は
三
角
状
で
あ
る
。
龍
山
里
耶
秦
簡
の
こ
と
で

つ
い
で

に
記
せ
ば
’
そ
の
出
土
に
伴
い
〈
笥
牌
〉
　
（
か
ま
ぼ
こ
形
の
平
た
い
木
の

札
）
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
割
れ
た
も
の
も
含
め
四
十
数
枚
出
土
し
て
、
そ

こ
に
い
く
つ
か
見
な
れ
な
い
形
の
字
が
見
え
る
。
図
2
1
に
掲
出
し
た
字
形
が
そ

れ

で
あ
る
。
（
里
耶
秦
簡
釈
文
は
「
已
」
）
、
右
下
を
長
く
伸
ば
し
た
例
は
、
先
に

掲
出
し
た
戦
国
の
瓦
書
の
字
と
通
ず
る
所
は
あ
る
も
の
の
、
偏
の
形
は
特
殊
で

ど
う
し
て
こ
う
い
う
形
に
な
っ
た
も
の
か
、
文
字
の
大
き
い
笥
牌
に
集
中
し
て

こ

の

字
が
出
現
す
る
。
ま
た
、
里
耶
秦
簡
中
に
は
偏
妾
に
分
か
れ
た
字
形
に
作

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
偏
の
形
は
、
金
文
の
古
い
形
そ
の
ま
ま
で
、
文

字
変
遷
の

流
れ

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
字
形
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
峰

山
刻
石
に
見
る
小
蒙
の
そ
れ
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
つ
の
記
録
と
し
て

止
め

て
お

く
。
秦
の
文
字
資
料
で
も
う
l
つ
有
名
な
も
の
に
湖
南
省
雲
夢
県
出

土

の
　
＜
＜
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
》
が
あ
る
（
図
2
2
）
。
書
写
年
代
は
小
蒙
に
代
表
さ

れ

る
泰
山
刻
石
が
立
碑
さ
れ
た
二
年
後
の
B
C
一
二
七
に
あ
た
る
。
こ
の
書
体

も
秦
隷
に
属
す
る
も
の
。
書
か
れ
て
い
る
大
半
の
字
形
の
偏
の
形
は
少
し
円
み

を
帯
び
た
1
1
1
角
状
態
。
一
字
の
左
右
の
関
係
は
下
部
を
1
つ
の
線
で
つ
な
い
だ

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
字
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
字
形
を
遡

っ

て
考
え
る
と
納
得
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

　
以

上
、
《
包
山
楚
簡
》
に
出
現
し
た
　
r
e
6
」
（
以
）
字
の
”
変
形
の
字
形
”

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
の
字
形
が
一
体
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
な
の
か
、

仔
細
に
目
を
通
し
て
判
明
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
想
定
外
と
考
え
て
い
た
蒙

書
本
来
の
字
形
「
Z
」
（
以
）
と
、
後
に
発
生
し
た
秦
の
隷
享
形
「
欲
」

（
以
）
字
と
の
関
係
や
接
点
が
浮
か
び
上
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦

国
に
発
生
し
三
呂
L
字
愛
形
の
字
形
萎
秦
の
璽
・
字
形
「
欲
」

の

発
生ξ
・
関
わ
っ
て
い
・
の
か
そ
の
推
移
（
争
欲
三
実
態
を
整

理
し
て
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
l
字
の
右
端
の
円
転
部
分
が
鋭
角
に
折
り
曲
っ
て
突
る
。
②
突
っ
た
曲
げ

の
部
分
が
二
筆
に
な
る
。
③
二
筆
が
離
れ
て
別
筆
に
な
り
、
ず
れ
が
生
じ
て
新

し
い
形
に
変
る
。
④
本
来
低
い
位
置
に
あ
っ
た
一
字
の
右
側
の
部
分
が
極
端
に

上

に
吊
り
上
が
っ
て
形
が
変
化
。
（
包
山
の
「
ん
ソ
」
（
人
）
字
に
通
ず
る
形
を

示

す
）
。
⑤
文
字
中
央
の
第
二
画
目
に
蒙
書
書
法
か
ら
離
脱
し
た
強
い
起
筆
の

斜
画
が
発
生
、
こ
れ
に
起
因
し
て
1
字
の
左
側
三
角
状
の
形
が
出
現
、
後
の
隷

享
形
三
欲
三
通
ず
る
形
と
な
t
〈
p
o

　
包

山
楚
簡
の
日
常
の
筆
t
o
体
の
　
r
e
6
」
（
以
）
に
出
現
し
た
”
変
形
の
字

形
”
は
、
戦
国
当
時
と
し
て
は
ご
く
自
然
な
変
化
の
．
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も

の

か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
変
化
の
行
き
つ
く
先
は
、
結
果
的
に
は

「欲
」
（
以
）
字
発
生
の
プ
呈
ス
の
＝
・
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
有
誓
．
字
形
「
呂
」
に
変
わ
っ
て
璽
、
字
形
「
欲
」
字
が
出
現
し
た
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こ
と
の
最
大
の
要
因
は
、
戦
国
当
時
に
籔
書
の
概
念
で
は
説
明
で
き
な
い
突
っ

た
斜
画
の
当
り
の
強
い
起
筆
を
用
い
た
書
法
が
発
生
し
た
こ
と
で
あ
り
、
し
か

も
文
字
変
遷
の
渦
中
に
あ
る
そ
の
害
法
が
忽
卒
の
早
が
き
の
状
態
で
用
い
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
に
起
閤
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

乙
三
三
紙
三
と
の
護
習
貰
護
し
と
な
る
決
蕎
な

瞬
問
を
示
す
文
字
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
現
在
わ
か
る
限
り
の
文
字
資

料
に
は
限
界
が
あ
り
、
今
後
の
出
土
文
字
資
料
に
期
待
し
た
い
．
、

西
周
金
文

可
流
見
鐘

計
郷
陵
君
鑑

灘

筆

竪
　　中

i
l
l
’
S

戦
国
・
秦
封
宗
邑
瓦
書

賃

訂
石
鼓
文
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